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 要  旨 
水中における超音波を用いた無線通信では音の反射や屈折などによる多重経路(マルチパス)伝
搬によりフェージングや符号間干渉(ISI)が生じるため、通信品質の低下が伴う。フェージングや
ISI は陸上無線通信でも問題となるが、音波の伝播速度が低い水中通信では更に Doppler シフト
















方法を行うことで、BER が 1.0E-3 のとき最大で約 0.5ｄB 改善できた。また、Doppler シフトを
考慮した位相変動モデルでの位相推定を最適に結合する手法は、位相変動がランダムウォークモ
デルのときよりも改善効果が大きいことがわかった。 
 
